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と
う
き
䣯
う
共
済
が
販
売

す
る
介
護
保
険
で
は
䣍
自
身
の

介
護
だ
け
で
な
く
䣍
親
の
介
護

に
備
え
る
た
め
の
商
品
も
展

開
し
て
い
ま
す
䣎
介
護
や
支
援

が
必
要
と
な
る
日
は
突
然
や

䣬
て
き
ま
す
䣎
元
気
な
時
に
し

䣬
か
り
と
考
え
て
お
き
ま
し

䣯
う
䣎
個
別
相
談
も
行
な
䣬
て

い
る
の
で
䣍
興
味
の
あ
る
方

は
䣍
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
を
䣎 

 

１
L
は
４
月
中
の
完
了
を
目

指
し
䣍
以
降
䣍
丸
底
フ
ラ
ス
コ

５
０
０
ml
・
１
L
に
取
り
掛

か
る
予
定
で
す
䣎
こ
の
大
幅
な

改
善
が
す
み
や
か
に
終
了
し
䣍

安
定
し
た
供
給
が
な
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
䣎 

価
格
改
定
は
䣕
理
化
学
薄
物

製
品
䣖
61
品
種
䣍䣕
生
地
製
品
䣖

１
２
１
品
種
が
対
象
で
䣍
４
月

１
日
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
䣎 

出
荷
物
流
は
䣍
同
じ
く
４
月

１
日
よ
り
䣍
物
流
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
に
䣍
受
注
当
日

の
出
荷
が
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
䣎 

 

第
１
号
議
案 

第
72
回
全
国
大
会
䥹
京
都
支

部
担
当
䥺
報
告
の
件 

第
２
号
議
案 

第
73
回
全
国
大
会
䥹
東
京
支

部
担
当
䥺
開
催
要
項
の
審
議

に
関
す
る
件 

䣗
会
期
䣘
令
和
７
年
９
月
６
日

䥹
土
䥺
䣢
７
日
䥹
日
䥺 

䣗
会
場
䣘
静
岡
県
熱
海
市
䣓
熱

海
聚
楽
ホ
テ
ル
／
月
の
栖
䣔 

䣗
参
加
者
䣘
50
名
䥹
予
定
䥺 

第
３
号
議
案 

第
74
回
全
国
大
会
の
開
催

要
項
審
議
の
件 

䣗
担
当
䣘
大
阪
支
部 

䣗
会
期
䣘
令
和
８
年
９
月
䣢

10
月
頃
䥹
１
泊
䥺 

䣗
会
場
䣘
未
定 

第
４
号
議
案 

 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
書
作
成
に
関
す
る
件 

第
５
号
議
案 

 

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
決

算
案
作
成
に
関
す
る
件 

䣗
現
在
の
会
員
数
䣘 

東
京
36 

大
阪
13 

京
都

 

８ 

名
古
屋
１ 

仙
台

 

１ 

中
国
九
州
６ 

会
員
総
数
65
社 

令
和
７
年
５
月
30
日
䥹
金
䥺

東
京
都
墨
田
区
䣍
す
み
だ
産
業

会
館
第
１
会
議
室
に
て
䣍
䣓
第

64
回
通
常
総
会
䣔
が
開
催
さ

れ
ま
す
䣎 

万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う

え
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

ま
た
䣍
総
会
終
了
後
に
懇
親

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
䣎

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
追
䣬

て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
䣎 

咈
月
叏
例
会
報
告 

令
和
７
年
３
月
19
日
䥹
水
䥺
す
み
だ
産
業
会
館
に
お
い
て
例

会
が
開
催
さ
れ
䣍
二
つ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎
①
東
京
都

火
災
共
済
協
同
組
合
業
務
推
進
本
部
田
久
保
太
郎
様
に
よ
る
䣍

と
う
き
䣯
う
共
済
䥹
東
京
都
火
災
共
済
協
同
組
合
と
東
京
都
中

小
企
業
共
済
協
同
組
合
の
総
称
䥺
の
介
護
保
険 

②
ハ
リ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
株
式
会
社
営
業
本
部
岸
田
徳
行
様
に
よ
る
製
品
改
善

の
進
捗
状
況
な
ど
䣎
各
委
員
会
か
ら
の
報
告
䣍
必
要
連
絡
事
項
に

つ
い
て
は
３
面
䣓
例
会
理
事
会
報
告
䣔
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

介護保険を説明する

田久保太郎様 

すみだ産業会館で行われた３月例

会の様子 

介
護
保
険
双
叅
厦
叇 

听
呀
吐
吊
肉
厚
改
善
叏

進
捗
状
況
叜
厭 

 

肉
厚
改
善
は
䣍
ナ
ス
型
フ
ラ

ス
コ
２
０
０
ml
・
５
０
０
ml

は
す
で
に
完
了
䣍
３
０
０
ml
・

 

令
和
６
年
度
冬
期
理
事
会
は
䣍
全
国
支
部
か
ら
17
名
の
理

事
・
幹
事
が
出
席
し
䣍
す
み
だ
産
業
会
館
第
３
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
䣎
竹
内
専
務
理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
䣍
中
村

会
長
の
挨
拶
䣍
各
支
部
長
の
近
況
報
告
䣍
議
長
選
出
が
行
わ

れ
䣍
左
記
の
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
䣎
す
べ
て
の
議
案
は
滞

り
な
く
議
決
さ
れ
䣍
閉
会
後
は
錦
糸
町
䣓
魚
星
䣔
に
て
懇
親
会

が
開
か
れ
䣍
各
自
近
況
報
告
と
景
気
動
向
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎 

 

日本理化学硝子機器工業会 

令和６年度冬期全国理事会 
  

日時:令和７年３月１日（土）13:30〜 

場所:すみだ産業会館 第３会議室 

出席役員:17 名（オンライン２名含む） 

欠席役員:２名 

報道・事務局:３名 

工業会だより 

䣗
賛
助
会
員
䣘 

第
１
種 

１
社 

第
２
種 

６
社 

 
 

 
 

 
 

合
計
７
社 

第
６
号
議
案 

 

次
期
理
事
会
開
催
の
件 

䣗
会
期
䣘
令
和
７
年
９
月
６

日
䥹
土
䥺 

䣗
会
場
䣘
静
岡
県
熱
海
市
䣓
熱 

海
聚
楽
ホ
テ
ル
／
月
の
栖
䣔 

第
７
号
議
案 

 

役
員
に
つ
い
て 

第
８
号
議
案 

 

役
員
任
期
・
改
選
に
つ
い
て 

第
９
号
議
案 

 

各
地
の
景
況
と
情
報
交
換
䣍

そ
の
他
必
要
事
項 

 

冬期全国理事会での議案審議の様子 

議
案 

東
京
理
化
学
硝
子
器
械
工
業
共
同
組
合 

厘
第
64
回
通
常
総
会
厙 

開
催
告
知 
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福
利
厚
生
・
ガ
ラ
ス
市
実
行

委
員
会
寺
田
委
員
長
の
司
会

進
行
の
も
と
䣍
池
田
理
事
長
に

よ
る
新
年
の
挨
拶
を
は
じ
め
䣍

令
和
７
年
１
月
24
日
䥹
金
䥺
䣍
東
京
ド
䤀
ム
ホ
テ
ル
中
華
料

理
䣓
後
楽
園
飯
店
䣔
に
て
䣍
東
京
理
化
学
硝
子
器
械
工
業
協
同

組
合
・
青
硝
会
合
同
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

令
和
和
年
医
理
化
合
同 

賀
詞
交
歓
会 

開
催 

 

東
京
硝
子
製
品
協
同
組
合
䣍
東

部
硝
子
工
業
会
䥹
会
友
䥺
䣍
東
京

理
化
学
硝
子
器
械
工
業
組
合
の

三
団
体
に
よ
る
䣓
令
和
７
年
医
理

化
合
同
賀
詞
交
歓
会
䣔
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
䣎
会
場
は
䣍
ス
ペ
イ
ン

政
府
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
䣍
セ
ル

バ
ン
テ
ス
文
化
セ
ン
タ
䤀
東
京

内
䣕
メ
ソ
ン
・
セ
ル
バ
ン
テ
ス
䣖
䣎 

 

東
京
硝
子
製
品
協
同
組
合
医

理
化
部
会
の
部
会
長
で
あ
る
関

谷
幸
樹
様
の
新
春
の
ご
挨
拶
で

始
ま
り
䣍
当
組
合
の
竹
内
信
夫
副

理
事
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
に

て
懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
䣎 

 

ス
ペ
イ
ン
政
府
の
公
的
な
施

設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
䣍
た
い
へ

ん
美
味
な
料
理
と
ワ
イ
ン
を
堪

能
し
な
が
ら
䣍
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
䣎
宴
も
た
け
な

わ
䣍
同
組
合
医
理
化
部
会
の
副
部

会
長
で
あ
る
岡
田
淳
様
の
閉
会

の
辞
に
て
閉
幕
し
ま
し
た
䣎 

Ｔ
Ｒ
Ｇ
Ｋ
の
２
月
理
事
会

は
２
月
21
日(

金)

17

：

30

よ
り
䣍
組
合
事
務
所
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
䣎
内
容
は
左
記
の

と
お
り
で
す
䣎 

① 

組
合
・
青
硝
会
合
同
新
年

会
報
告
に
つ
い
て 

② 

４
月
以
降
の
予
定
に
つ
い

て 

③ 

５
月
総
会
に
つ
い
て 

④ 

第
73
回
全
国
大
会
䥹
担
当

東
京
支
部
䥺
に
つ
い
て 

⑤ 

各
委
員
会
か
ら
の
報
告
䣍

連
絡
事
項
に
つ
い
て 

⑥ 

そ
の
他
必
要
事
項
䣍
賛
助

会
員
承
認
䣍
東
京
都
火
災

共
済
に
つ
い
て 

来
賓
の
株
式
会
社
三
商
代
表
取

締
役
社
長
小
寺
様
䣍
A

G

C
テ

ク
ノ
グ
ラ
ス
株
式
会
社
サ
イ
テ

䣹
ク
営
業
グ
ル
䤀
プ
主
任
井
尻

様
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
䣎 

 

続
い
て
䣍
昨
年
䣍
技
能
検
定
２

級
に
合
格
さ
れ
た
䣍
株
式
会
社

松
本
理
化
器
製
作
所
の
松
本
純

氏
へ
䣍
日
本
理
化
学
硝
子
器
械

工
業
会
中
村
会
長
よ
り
䣍
技
能

東京理化学硝子器械工業協同組合・青硝会 
 

合同新年会 開催 

たくさんの参加者で盛大に行われる毎年恒例の合同新年会 

技能検定合格証書

を授与された松本

氏（左）と中村会長 

池田理事長の新年挨拶の様子 

日時：令和６年１月８日（水）17：00～ 

場所：メソン・セルバンテス 

参会者：43 名 

理
事
会
叁
叩
叫 

松
本
氏
双 

技
能
検
定
合
格
証
書
授
与 

検
定
合
格
証
書
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
䣎
松
本
氏
か
ら
は
䣓
こ
の

経
験
を
糧
に
䣍
今
後
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
䣔
と
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
䣎 

懇
親
会
又

叟
厷
厭
叏
出
来
事
厮…

！ 

 

そ
の
後
䣍
ハ
リ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

株
式
会
社
常
務
取
締
役
河
村
様

の
ご
発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
䤀

ト
䣎
各
委
員
会
䣍
大
硝
会
䣍
青
硝

会
の
代
表
者
が
挨
拶
を
さ
れ
䣍
抽

選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎
１
等
を

引
き
当
て
た
の
は
䣍
有
限
会
社
タ

ツ
ミ
理
化
の
西
秋
氏
䣎
な
ん
と
！ 

２
年
連
続
で
の
当
選
に
会
場
は

大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
䣎 

 

抽
選
会
の
景
品
を
ご
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
䣍
ハ
リ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
株
式
会
社
様
䣍
関
谷
理
化
株

式
会
社
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
䣎 

 

食
事
に
お
酒
と
䣍
楽
し
い
時
は

あ
䣬
と
い
う
間
䣍
関
谷
理
化
株
式

会
社
マ
テ
リ
ア
ル
担
当
部
長
鈴

木
様
の
中
締
め
に
て
䣍
宴
は
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
䣎 

 

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
の
お
か
げ
で
䣍
一
年
の
良
い
ス

タ
䤀
ト
と
な
り
ま
し
た
䣎
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎 

咊
社
目
叏 賛

助
会
員
決
叟
召 

前
号
に
続
き
䣍
新
た
に
賛
助

い
た
だ
く
企
業
様
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
䣎 

䣓
F

i

n

e
䣔
マ
䤀
ク
で

お
馴
染
み
の
東
京
硝
子
器
械

株
式
会
社
様
で
す
䣎 

引
き
続
き
多
く
の
賛
助
会

員
様
を
募
䣬
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
䣍
会
員

の
皆
様
か
ら
も
䣍
多
方
面
へ
の

お
声
が
け
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
䣎 
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青
硝
会 

令
和
６
年
度
の
第
44
期
の

青
硝
会
は
䣍
代
表
幹
事
・
関
根

陽
志
䣍
副
代
表
・
佐
野
晃
主
䣍

書
記
・
橋
本
陸
䣍
会
計
・
菅
原

侑
哉
の
４
名
を
中
心
に
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
䣎 

期
末
で 
㈲
竹
内
製
作
所
の

竹
内
信
夫
氏
䣍
㈱
リ
ケ
ン
科
学

製
作
所
の
野
村
政
之
氏
が
参

与
期
間
を
経
て
退
会
さ
れ
ま

し
た
の
で
会
期
末
は
22
名
と

な
り
ま
し
た
䣎 

ま
た
関
根
硝
子
㈱
の
鈴
木

貴
浩
氏
が
会
期
末
を
以
䣬
て

参
与
に
な
ら
れ
ま
し
た
䣎 

令
和
７
年
２
月
7
日
に
開

催
さ
れ
た
通
常
総
会
に
於
い

て
第
45
期
の
幹
事
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
䣎 

代
表 

・ 

佐
野
晃
主
氏 

副
代
表
・ 

古
川
正
剛
氏 

書
記 

・ 

菅
原
侑
哉
氏 

会
計 

・ 

舞
原
洋
希
氏 

以
上
４
名
の
幹
事
を
中
心
に

活
動
を
し
て
参
り
ま
す
䣎 

今
期
活
動
予
定
と
い
た
し

ま
し
て
は
䣍
４
月
19
・
20
日
に

開
催
さ
れ
る
す
み
だ
ガ
ラ
ス

市
に
䣍
６
月
に
は
技
術
振
興
・

教
育
研
修
委
員
会
と
合
同
講

習
会
䣍
９
月
に
は
第
73
回
全

国
大
会
に
参
加
予
定
で
す
䣎 

ま
た
䣍
前
期
に
引
き
続
き
講

習
会
や
勉
強
会
を
開
催
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
䣎
１
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
䣎 

 

                                     

  

ガ
ラ
ス
市 

 

４
月
19
日
䥹
土
䥺
20
日
䥹
日
䥺 

錦
糸
町
長
崎
橋
跡
イ
ベ
ン
ト

広
場
に
お
い
て
恒
例
の
ガ
ラ

ス
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
䣎 

皆
さ
ん
気
軽
に
遊
び
に
来

て
下
さ
い
䣎 

  

 

  
例
会
理
事
会
報
告 

 

理
事
会 

令
和
７
年
２
月
21
日 

技
術
振
興
・
教
育
研
修
委
員
会 

・
６
月
技
術
講
習
会
開
催
予
定
䣎 

財
務
・
業
務
委
員
会 

・
酸
素
の
売
り
上
げ
不
調
䣎 

・
全
体
の
売
り
上
げ
は
好
調
䣎 

・
４
月
１
日
棚
卸
予
定
䣎 

福
利
厚
生
・
ガ
ラ
ス
市
実
行
委

員
会 

・
３
月
29
日
ゴ
ル
フ
親
睦
会

䣓
豊
里
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
䣔
に
て 

 

開
催
䣎 

・
４
月
19
・
20
日
ガ
ラ
ス
市 

参
加
予
定
䣎 

全
国
委
員
会 

・
９
月
６
・
７
日
熱
海
温
泉 

月
の
栖 

熱
海
聚
楽
ホ
テ 

ル
に
て
第
73
回
全
国
大
会 

開
催
䣎 

広
報
委
員
会 

・
４
月
４
日
広
報
新
聞
発
行
予

定
䣎 

大
硝
会 

・
５
月
宮
崎
県
に
親
睦
旅
行
開

催
予
定
䣎 

青
硝
会 

・
２
月
の
総
会
に
て
新
幹
事 

就
任
䣎 

 

代
表
・
佐
野
晃
主
氏 

 

副
代
表
・
古
川
正
剛
氏 

書
記
・
菅
原
侑
哉
氏 

会
計
・
舞
原
洋
希
氏 

そ
の
他 

・
５
月
総
会
に
つ
い
て
䣎 

・
第
73
回
全
国
大
会
䥹
東
京
支

部
担
当
䥺
に
つ
い
て
䣎 

・
今
後
の
組
合
行
事
に
つ
い
て
䣎 

・
東
京
都
火
災
共
済
に
つ
い
て
䣎 

・
Ｔ
Ｇ
Ｋ
賛
助
会
員
つ
い
て 

こ
れ
を
承
認
䣎 

・
慶
弔
金
に
関
す
る
規
定
改
訂

を
検
討
䣎 

 
例
会 

令
和
７
年
３
月
19
日 

技
術
振
興
・
教
育
研
修
委
員
会 

・
技
術
講
習
会
開
催 

䥹
フ
ラ
ス
コ
加
工
予
定
䥺
䣎 

財
務
・
業
務
委
員
会 

・
４
月
１
日
棚
卸
開
催
䣎 

・
４
月
11
日
決
算
委
員
会 

予
定
䣎 

福
利
厚
生
・
ガ
ラ
ス
市
実
行
委

員
会 

・
３
月
29
日
ゴ
ル
フ
親
睦
会 

参
加
者
18
名
に
て
開
催
䣎 

・
４
月
19
・
20
日
す
み
だ
ガ

ラ
ス
市
参
加
䣎 

・
本
部
ガ
ラ
ス
市
委
員
会
に
参

加
䣎 

・
慶
弔
金
規
定
に
関
す
る
委
員

会
を
開
催
䣎 

全
国
委
員
会 

・
第
73
回
全
国
大
会
の
ス
ケ

ジ
䣻
䤀
ル
に
つ
い
て
䣎 

・
大
会
２
日
目
研
削
研
磨
に 

関
す
る
セ
ミ
ナ
䤀
予
定
䣎 

広
報
委
員
会 

・
４
月
４
日
広
報
新
聞
発
行
予

定
䣎 

大
硝
会 

・
４
月
５
日
例
会
開
催
䣎 

・
５
月
23
䦅
25
日
宮
崎
県
親

睦
旅
行
䣎 

青
硝
会 

・
新
幹
事
に
つ
い
て
䣎 

・
今
年
度
事
業
に
つ
い
て
䣎 

そ
の
他 

・
今
後
の
組
合
行
事
に
つ
い
て
䣎 

・
工
藤
理
化
製
作
所
廃
業
に
つ

い
て
䣎 
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シン大硝会 
令和 6年度のシン大硝会は例会を中心に活動し、総会は浅草「今半」 

で行い一泊の温泉旅行には行きませんでした。そこで池田高樹氏の 

休会が申し入れられそれを承認致しました。 

令和 7年度のシン大硝会は新たに碇谷康治氏を向かい入れて前年度 

同様 6人で活動を行っていきます。 

4 月 5日に例会を開いて一年の活動内容を決定していきますが 5月 

には宮崎への親睦旅行が決まっています。 

これまでと同様にシン大硝会は親睦に努めて参ります。 
  



 

2025 年（第 82号）             硝子組合ニュース 

令和 7年 4月 4日          https://www.trgk.jp/                TRGK 広報委員会 

 

晩
餐
会
の
雰
囲
気
は

バ
ン
ド
の
演
奏
は
入
䣬

て
い
る
も
の
の
周
り
の

人
達
と
お
し
䣭
べ
り
す

る
の
が
や
は
り
世
界
中

で
共
通
ら
し
い
䣍
皆
さ
ん

大
声
で
お
話
を
し
て
い

た
䣎 

副
会
長
の
ア
ン
ニ
䣺
が
話

し
か
け
て
き
た
䣍
ど
う
や
ら
仮

装
し
て
写
真
を
撮
る
イ
ベ
ン

ト
を
や
䣬
て
い
る
よ
う
だ
䣍
手

を
引
䣬
張
ら
れ
て
イ
ベ
ン
ト

会
場
へ
䣍
仮
装
を
し
て
写
真
を

撮
䣬
た
の
だ
が
う
ま
く
現
像

が
出
来
な
い
䣍
ド
イ
ツ
の
技
術

を
信
用
し
ち
䣭
ダ
メ
だ
よ
と

カ
メ
ラ
の
係
り
の
人
が
言
う

と
全
員
か
ら
笑
い
声
そ
の
後

ブ
䤀
イ
ン
グ
が
巻
き
起
こ
䣬

た
䣎 

                

約
２
時
間
の
晩
餐
会
も
終

了
の
時
間
が
迫
る
䣍
あ
ま
り
遅

く
な
る
と
込
み
合
う
の
で
ち

䣯
䣬
と
早
め
に
会
場
を
出
よ

う
と
思
い
世
話
に
な
䣬
た

方
々
に
挨
拶
回
り
し
て
そ
の

後
は
近
く
の
バ
䤀
で
仲
良
し

の
デ
ン
マ
䤀
ク
人
ク
リ
ス
チ

䣺
ン
と
別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
乾
杯
䣍
途
中
ク
リ
ス
チ
䣺
ン

の
知
り
合
い
の
ド
イ
ツ
人
が

相
席
し
て
一
緒
に
お
し
䣭
べ

り
を
楽
し
ん
だ
䣍
錦
鯉
の
愛
好

家
ら
し
く
新
潟
ま
で
買
い
付

け
に
行
く
程
だ
そ
う
だ
䣎
こ
の

人
は
夜
中
２
時
過
ぎ
る
と
危

険
だ
か
ら
気
を
付
け
た
ほ
う

が
良
い
よ
と
ク
リ
ス
チ
䣺
ン

に
教
わ
り
12
時
過
ぎ
に
早
々

に
退
散
す
る
䣍
明
日
早
く
日
本

に
帰
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

か
ら
と
言
い
訳
す
る
䣎 

                

                                      

                                      

                                    

・
新
賛
助
会
員
に
つ
い
て
䣎 
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東京理化学硝子器械工業協同組合・青硝会 
 

合同新年会 開催 

たくさんの参加者で盛大に行われる毎年恒例の合同新年会 

技能検定合格証書

を授与された松本

氏（左）と中村会長 池田理事長の新年挨拶の様子 

松
本
氏
双 

技
能
検
定
合
格
証
書
授
与 

第 50 回記念ＴＲＧＫゴルフ親睦会 
 

去る３月 29 日（土）『豊里ゴルフクラブ』に於いて、第 50回記念 TRGK ゴルフ親睦会が 17 名の参加者により

開催されました。 

 

初参加の選手が続々出場 

賛助会員制度の導入後初めての開催となる今大会には、関谷理化株式会社より関谷幸樹選手が初参加。さら

には九州支部の株式会社クライミングより上田輝雄選手が同じく初参加となりました。近年参加者が増加傾向

にある TRGK ゴルフ親睦会はとても活気に満ちているように感じます。 

 

ベテラン選手へお祝い品贈答 

そのような中、今年めでたく米寿を迎える酒井健二選手へお祝いの品が贈答されまし 

た。第１回大会からの最古参メンバーとして活躍する酒井氏のストイックな姿は、我々 

後に続くメンバーにとって貴重な手本となっています。 

 

台頭する若手選手たち 

ライバルに勝ちたい選手、とにかくベストを尽くそうと意気込む選手、それぞれの思 

惑を抱える中、池田理事長の始球式により大会はスタート。残念ながら始球式らしかぬ 

不発のボールが飛んで行きましたがそれもまた一興と言ったところか。 

気になる結果は優勝に遠藤隆之氏、2位打越将貴氏、３位関根陽 

志氏が入り若手の健闘が目立つ大会となりました。ベストグロス賞 

は竹内信夫氏が接戦を制し見事に獲得。ブービー賞には前出の関谷 

幸樹氏が輝きました。 

 

最後に 

一日を通して全くの雨、気温も４℃と悪天候での開催となり、心が 

折れかかった選手も散在していたと思われますが、参加いただきまし 

た皆様大変お疲れさまでした。 

次回大会は秋を予定しています。また多くの方々が参加下さいます 

ようお願いいたします。 

こ
れ
か
ら
の
行
事 

 

４
月
18
日(

金) 

決
算
理
事
会 

組
合
会
議
室 

４
月
19
・
20
日(

土
・
日)

 
 

す
み
だ
ガ
ラ
ス
市 

 

長
崎
橋
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場 

５
月
30
日(

金) 

第
64
回
通
常
総
会 

す
み
だ
産
業
会
館 

６
月
27
日(

金) 

理
事
会 

組
合
会
議
室 
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ヨーロッパ硝子紀

 

 

 


